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要 旨 

湧水地整備事業において市内湧水地の水質調査、生物調査及び周辺の環境調査を行い、親水施設として整備可能

な候補地として30地点が選定された。整備候補湧水地は有機物や大腸菌群数が少ない清澄な湧水が多かったが、硝

酸性窒素及び亜硝酸性窒素が環境基準に適合していない湧水もみられた。また水辺の生物が生息している湧水地が

多く、絶滅が危惧されているホトケドジョウが生息している湧水地も確認された。 

 

キーワード：湧水、水質、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、底生動物、魚類 
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１ はじめに 

地下水は、これまで飲用、生活用、あるいは産業用と

して様々な形で利用され、人々の生活において大きな役

割を果たしてきた。また、湧き出した地下水は、池や川

となり、良好な水辺環境を形成し、都市生活に潤いを与

えてきた。 

しかし、急激な都市化により水循環機能の低下や地下

水汚染が顕在化している。そのような問題を解決するに

は、地下水に係る施策を地下水保全の視点から考え、水

循環を考慮した、総合的、計画的な対策を施す必要があ

り、川崎市においては2002年７月に川崎市地下水保全計

画を策定した。 

地下水が地表に湧き出した湧水は、地下水の量や質等

の状況を把握できる貴重な場所であるとともに、市民に

とって貴重な水辺であり、その保全が健全な水循環を確

保する上で重要な課題である。川崎市地下水保全計画に

おいても身近な自然環境における水辺地の水源の確保が

目標として掲げられており、具体的には水辺の生態系を

保全するため、雨水の浸透を促進し、地下水のかん養に

努め、現在の湧水地の確保を図るとしている。その中で、

市民にとって貴重な水辺である湧水地について、身近に

触れ合うことにより地下水に親しみ、地下水の大切さを

理解してもらうため、湧水地整備事業が実施されている。 

本調査は、湧水地整備事業において、湧水地の水質調

査、生物調査及び周辺の環境調査を行い、優先的に整備

する湧水地を選定するとともに、本市の湧水地の水質特

性を把握し、今後の地下水保全に資する基礎資料とする

ことを目的とした。 

湧水地整備事業において、2003～2004年度にNPOの協 
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力のもと、既存の湧水地資料、地形図・地質図及び聞き

取りにより、湧水地の分布調査が行われた。この中から

優先的に整備する湧水地を選定するため、多摩川水系17

地点及び鶴見川水系19地点の水質調査、生物調査及び周

辺の環境調査を行い、整備候補湧水地として多摩川水系

15地点及び鶴見川水系15地点の計30地点が選定された。 

この整備候補湧水地の 30 地点についてその水質調査

及び生物調査の結果を報告する。 

 

２ 調査方法 

2.1 調査地点 

図１に整備候補湧水地の30地点を示す。 

 

2.2 調査期間 

多摩川水系の湧水地については 2004 年３月及び 2005

年５月に、鶴見川水系の湧水地については2005年３月、

４月及び５月に調査を行った。 

 

2.3 調査項目 

2.3.1 水質 

水温、pH、電気伝導率、溶存酸素、外観、COD、BOD及

び大腸菌群数、また地下水の水質汚濁に係る環境基準（以

下環境基準という。）項目であるジクロロメタン、四塩化

炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シ

ス-1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、

1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、テトラ

クロロエチレン、1,3-ジクロロプロペン及びベンゼンの

11 物質（以下揮発性有機化合物という。）並びに硝酸性

窒素及び亜硝酸性窒素について調査した。 
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2.3.2 生物 

底生動物及び魚類について調査した。 

 

2.4 分析方法 

2.4.1 水質 

水温、pH、電気伝導率、溶存酸素、外観

場で測定を行った。 

COD、BOD、大腸菌群数、揮発性有機化合

素及び亜硝酸性窒素については試料を研究

分析を行った。 

COD 及び BOD についてはそれぞれ日本工

規格という。）K 0102 17及びK 0102 21に

は環境庁告示第 59 号別表２に掲げられた

定量法に準拠した。揮発性有機化合物につ

0125 5.1のパージ・トラップ－ガスクロマ

分析法に、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素に

ぞれ規格K 0102 43.2.5及びK 0102 43.

ロマトグラフ法に準拠した。 

 

2.4.2 生物 

生物については、現場観察、または試料

ち帰り種類を確認した。 

 

３  結果及び考察 

多摩川水系の湧水地における調査結果を

川水系の湧水地における調査結果を表２に

また、pH、電気伝導率、溶存酸素、COD

群数並びに硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の

８に示す。 

 

 

図１ 整備候補湧水地 

    ：多摩川水系（15地点） 

    ：鶴見川水系（15地点） 
については現

物、硝酸性窒

所に持ち帰り

業規格（以下

、大腸菌群数

最確数による

いては規格 K 

トグラフ質量

ついてはそれ

1.2のイオンク

を研究所に持

表１に、鶴見

示す。 

、BOD、大腸菌

分布を図２～

3.1 水質調査結果について 

整備候補湧水地である 30 地点について、水質調査結

果の概要を述べる。 

pHの範囲は 6.4～7.9 で、中性から弱塩基性を示す地

点が多かった。一般に、地下水のpHは水が通る地質や岩

盤にも影響を受けるが、地下では地表より圧力が高いた

め二酸化炭素を溶解しやすく、6.0～7.0程度の弱酸性を

示し、大気と接する地表水のpHは 7.0～7.4 程度を示す
1),2)。本調査においては測定現場と湧水の湧き出し口とが

必ずしも一致しておらず、湧水が大気と接する間にやや

塩基性側にシフトしていくことが推測される。 

電気伝導率の範囲は10～44mS/mで、10～30mS/m程度を

示す地点が多かった。参考として本市の雨水は麻生区で

17mS/m程度を3)、河川水は多摩川水系の平瀬川で 32mS/m

程度、また鶴見川水系の有馬川で30mS/m程度を示す4)。 

溶存酸素の範囲は4.4～9.8mg/Lであった。参考として

川崎市河川水質管理計画における親水施設の水環境保全

目標Ⅰ（水遊びのできる川）の指針5)（以下指針Ⅰとい

う。）と比較すると、溶存酸素の指針Ⅰは5mg/L以上であ

り、28地点が指針Ⅰに適合していた。２地点が指針Ⅰに

適合していなかったが、一般に地下水の溶存酸素は低く、

またこれらの地点のCOD及びBODはいずれも低いことから、

有機物汚染に起因するものではなく、地下水としての性

状を反映している結果であると考えられる。 

COD及びBODの範囲はそれぞれ0.3～6.0mg/L及び0.2

～3.7mg/L であった。参考としてCOD及びBODの指針Ⅰ

は３mg/L以下であり、CODについては22地点が、BODに

ついては29地点が指針Ⅰに適合していた。 
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シ
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－
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－

－
－

－
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ケ
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ジ
ョ
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ト
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ド
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環
境
基
準
と
は
、
環
境
庁
告
示
第
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号
（
平
成
９
年
３
月
13
日
）
に
掲
げ
る
「
地
下
水
の
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
」
を
い
う
。

－ －

調
査

結
果

環
境
基
準

多
摩
川
水
系

－

所
在
地
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７
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宮
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宮
前
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宮
前
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多
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多
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多
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７
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麻
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仙
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川
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川
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日

2
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2
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2
0
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1
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2
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1
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2
0
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2
0
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0
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2
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2
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2
0
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2
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2
0
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2
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2
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4

1
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0
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5
.0

1
5
.0
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2
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1
0
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1
4
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1
0
.5

9
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5

6
.
9

ｐ
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2

6
.
7
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.
4

7
.
4
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.
1

6
.
5

7
.
6

7
.
1

6
.
9
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1
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9

7
.
2

7
.
2
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0
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魚
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－
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－
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－
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ケ
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ジ
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ト
ケ
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ウ

－

環
境
基
準
と
は
、
環
境
庁
告
示
第
10
号
（
平
成
９
年
３
月
13
日
）
に
掲
げ
る
「
地
下
水
の
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
」
を
い
う
。

－ －

調
査

結
果

環
境
基
準

多
摩
川
水
系

－

所
在
地

－ － －－ － － － －－ － － －
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(
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0
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<
0
.
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<
0
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0

<
0
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00
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<
0
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0
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0
00
2

0
.
0
以
下

表
１

多
摩
川
水
系
の
湧
水
地
に
お
け
る
調
査
結
果
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項
目

単
位

水
系

調
査
地
点

中
原
区
９

高
津
区
22
7

高
津
区
23
4

高
津
区
20
3

宮
前
区
22
9

宮
前
区
21
9

宮
前
区
21
7

麻
生
区
28
1

麻
生
区
29
0

麻
生
区
31
1

麻
生
区
29
5

麻
生
区
22
9

麻
生
区
21
9

麻
生
区
24
2

麻
生
区
20
3

中
原
区

高
津
区

高
津
区

高
津
区

宮
前
区

宮
前
区

宮
前
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

井
田

野
川

千
年

新
作

野
川

東
有
馬

東
有
馬

王
禅
寺

王
禅
寺

早
野

王
禅
寺

万
福
寺

古
沢

岡
上

栗
木

採
水
日

2
0
05
年
3月
1日

2
0
05
年
5月
1
8日

2
0
05
年
3月
1日

2
0
05
年
3月
1日

2
0
05
年
3月
1
0日

2
0
05
年
3月
1
0日

2
0
05
年
3月
1
0日

2
0
05
年
3月
2日

2
0
05
年
3月
2日

2
0
05
年
3月
1
6日

2
0
05
年
3月
2日

2
0
05
年
4月
1
3日

2
0
05
年
3月
1
6日

2
0
05
年
3月
9日

2
0
05
年
3月
9日

水
温

(
℃
)

3
.
9

1
8
.2

1
0
.3

1
2
.5

1
1
.6

1
4
.2

1
6
.1

5
.
2

9
.
4

1
2
.8

1
0
.5

1
4
.9

1
6
.2

1
3
.7

1
4
.1

ｐ
H

7
.
1

7
.
7

7
.
2

7
.
3

7
.
1

7
.
4

7
.
3

7
.
3

7
.
5

7
.
5

7
.
6

7
.
3

7
.
5

6
.
4

7
.
0

電
気
伝
導
率

(
m
S/
m)

3
1

3
1

2
2

3
7

2
7

2
0

2
2

1
8

2
2

1
6

2
2

4
4

1
4

2
2

2
6

溶
存
酸
素

(
m
g/
L)

7
.
4

7
.
4

5
.
8

6
.
4

7
.
4

7
.
1

7
.
6

7
.
9

7
.
3

6
.
8

7
.
3

5
.
2

4
.
5

5
.
9

7
.
4

外
観

無
色
透
明

微
褐
色

白
濁

無
色
透
明

無
色
透
明

無
色
透
明

無
色
透
明

無
色
透
明

無
色
透
明

微
褐
色

無
色
透
明

微
褐
色

無
色
透
明

無
色
透
明

無
色
透
明

CO
D

(
m
g/
L)

3
.
5

4
.
5

3
.
8

0
.
3

1
.
0

0
.
1

0
.
3

4
.
4

1
.
5

1
.
7

2
.
9

1
.
7

0
.
3

0
.
9

4
.
2

BO
D

(
m
g/
L)

2
.
7

1
.
0

0
.
5

0
.
4

0
.
9

0
.
6

0
.
6

0
.
5

0
.
3

0
.
7

0
.
5

0
.
2

0
.
4

0
.
6

0
.
7

大
腸
菌
群
数

(
M
PN
/1
00
mL
)

2
0

7
9
0

3
3
0

1
7
0

<
1
8

2
2
0

2
0

7
8

4
9
0

1
3
00

4
9
0

1
3
0

4
5

<
1
8

4
9
0

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

(
m
g/
L)

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

0
.
02
以
下

四
塩
化
炭
素

(
m
g/
L)

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

0
.
00
2
以
下

1,
2-
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

(
m
g/
L)

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

0
.
00
4
以
下

1,
1-
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

(
m
g/
L)

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

0
.
02
以
下

シ
ス
-1
,2
-ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

(
m
g/
L)

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

0
.
04
以
下

1,
1,
1-
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

(
m
g/
L)

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

1
以
下

1,
1,
2-
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

(
m
g/
L)

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

0
.
00
6
以
下

表
２

鶴
見
川
水
系
の
湧
水
地
に
お
け
る
調
査
結
果

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

(
m
g/
L

0
0

0
0

.
00

0
2

0
2

<
0
.

0
0

0
2

0
0

2

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

(
m
g/
L)

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

0
.
01
以
下

1,
3-
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン

(
m
g/
L)

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

0
.
00
2
以
下

ベ
ン
ゼ
ン

(
m
g/
L)

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

0
.
01
以
下

硝
酸
性
窒
素

(
m
g/
L)

7
.
9

8
.
8

6
.
8

1
4

8
.
1

9
.
4

8
.
6

0
.
40

1
1

0
.
18

1
.
9

2
.
0

<
0
.0
5

4
.
8

1
1

亜
硝
酸
性
窒
素

(
m
g/
L)

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

<
0
.0
5

硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒
素

(
m
g/
L)

7
.
9

8
.
8

6
.
8

1
4

8
.
1

9
.
4

8
.
6

0
.
4

1
1

0
.
2

1
.
9

2
.
0

<
0
.1

4
.
8

1
1

1
0
以
下

底
生
動
物

イ
ト
ミ
ミ
ズ

オ
ナ
シ
カ
ワ
ゲ
ラ
ザ
リ
ガ
ニ

ザ
リ
ガ
ニ

ナ
ミ
ウ
ズ
ム
シ

オ
ニ
ヤ
ン
マ

オ
ナ
シ
カ
ワ
ゲ
ラ
イ
ト
ミ
ミ
ズ

オ
ナ
シ
カ
ワ
ゲ
ラ
ガ
ガ
ン
ボ

イ
ト
ミ
ミ
ズ

イ
ト
ミ
ミ
ズ

ユ
ス
リ
カ

サ
ワ
ガ
ニ

カ
ワ
ゲ
ラ

カ
ワ
ニ
ナ

オ
ニ
ヤ
ン
マ

ナ
ミ
ウ
ズ
ム
シ

ミ
ズ
ム
シ

ミ
ズ
ム
シ

サ
ワ
ガ
ニ

サ
ワ
ガ
ニ

オ
ナ
シ
カ
ワ
ゲ
ラ
オ
ニ
ヤ
ン
マ

カ
ワ
ゲ
ラ

カ
ゲ
ロ
ウ

ガ
ガ
ン
ボ

ミ
ズ
ム
シ

カ
ワ
ニ
ナ

チ
ョ
ウ
バ
エ

ヌ
カ
カ

ホ
ソ
カ

ユ
ス
リ
カ

ナ
ミ
ウ
ズ
ム
シ

ナ
ミ
ウ
ズ
ム
シ

オ
ニ
ヤ
ン
マ

ガ
ガ
ン
ボ

カ
ワ
ニ
ナ

カ
ワ
ニ
ナ

ナ
ミ
ウ
ズ
ム
シ

サ
ワ
ガ
ニ

ユ
ス
リ
カ

ミ
ズ
ム
シ

ミ
ズ
ム
シ

ホ
ソ
カ

ホ
ソ
カ

カ
ワ
ニ
ナ

カ
ワ
ゲ
ラ

ホ
ソ
カ

サ
カ
マ
キ
ガ
イ

ミ
ズ
ム
シ

ナ
ミ
ウ
ズ
ム
シ

ユ
ス
リ
カ

ユ
ス
リ
カ

ミ
ズ
ム
シ

ミ
ズ
ム
シ

コ
カ
ゲ
ロ
ウ

カ
ワ
ニ
ナ

ミ
ズ
ム
シ

ザ
リ
ガ
ニ

ヘ
ビ
ト
ン
ボ

カ
ワ
ニ
ナ

ユ
ス
リ
カ

ユ
ス
リ
カ

ミ
ズ
ム
シ

ザ
リ
ガ
ニ

ユ
ス
リ
カ

ミ
ズ
ム
シ

ミ
ズ
ム
シ

ユ
ス
リ
カ

サ
ワ
ガ
ニ

ユ
ス
リ
カ

ユ
ス
リ
カ

ブ
ユ

ミ
ズ
ム
シ

ユ
ス
リ
カ

魚
類

－
－

－
－

－
－

－
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ

－
－

－
－

－
－

－

環
境
基
準
と
は
、
環
境
庁
告
示
第
10
号
（
平
成
９
年
３
月
13
日
）
に
掲
げ
る
「
地
下
水
の
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
」
を
い
う
。

－－ － － － －－ － － －－ －－

所
在
地

－ －

調
査

結
果

環
境
基
準

鶴
見
川
水
系

－

)
<
0
.0
0
2

<
.0
00
2

<
0
.0
0
2

<
0
.0
0
2

<
0
0
00
2

<
0
.0

2
<
.0
00

<
0
.0
00
2

<
0
.0
0

0
00
2

<
0
.
0
2

<
0
.0
0

<
0
.0
00
2

<
0
.0
0
2

<
.0
00

0
.
03
以
下

項
目

単
位

水
系

調
査
地
点

中
原
区
９

高
津
区
22
7

高
津
区
23
4

高
津
区
20
3

宮
前
区
22
9

宮
前
区
21
9

宮
前
区
21
7

麻
生
区
28
1

麻
生
区
29
0

麻
生
区
31
1

麻
生
区
29
5

麻
生
区
22
9

麻
生
区
21
9

麻
生
区
24
2

麻
生
区
20
3

中
原
区

高
津
区

高
津
区

高
津
区

宮
前
区

宮
前
区

宮
前
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

麻
生
区

井
田

野
川

千
年

新
作

野
川

東
有
馬

東
有
馬

王
禅
寺

王
禅
寺

早
野

王
禅
寺

万
福
寺

古
沢

岡
上

栗
木

採
水
日

2
0
05
年
3月
1日

2
0
05
年
5月
1
8日

2
0
05
年
3月
1日

2
0
05
年
3月
1日

2
0
05
年
3月
1
0日

2
0
05
年
3月
1
0日

2
0
05
年
3月
1
0日

2
0
05
年
3月
2日

2
0
05
年
3月
2日

2
0
05
年
3月
1
6日

2
0
05
年
3月
2日

2
0
05
年
4月
1
3日

2
0
05
年
3月
1
6日

2
0
05
年
3月
9日

2
0
05
年
3月
9日

水
温

(
℃
)

3
.
9

1
8
.2

1
0
.3

1
2
.5

1
1
.6

1
4
.2

1
6
.1

5
.
2

9
.
4

1
2
.8

1
0
.5

1
4
.9

1
6
.2

1
3
.7

1
4
.1

ｐ
H

7
.
1

7
.
7

7
.
2

7
.
3

7
.
1

7
.
4

7
.
3

7
.
3

7
.
5

7
.
5

7
.
6

7
.
3

7
.
5

6
.
4

7
.
0

電
気
伝
導
率

(
m
S/
m)

3
1

3
1

2
2

3
7

2
7

2
0

2
2

1
8

2
2

1
6

2
2

4
4

1
4

2
2

2
6

溶
存
酸
素

(
m
g/
L)

7
.
4

7
.
4

5
.
8

6
.
4

7
.
4

7
.
1

7
.
6

7
.
9

7
.
3

6
.
8

7
.
3

5
.
2

4
.
5

5
.
9

7
.
4

外
観

無
色
透
明

微
褐
色

白
濁

無
色
透
明

無
色
透
明

無
色
透
明

無
色
透
明

無
色
透
明

無
色
透
明

微
褐
色

無
色
透
明

微
褐
色

無
色
透
明

無
色
透
明

無
色
透
明

CO
D

(
m
g/
L)

3
.
5

4
.
5

3
.
8

0
.
3

1
.
0

0
.
1

0
.
3

4
.
4

1
.
5

1
.
7

2
.
9

1
.
7

0
.
3

0
.
9

4
.
2

BO
D

(
m
g/
L)

2
.
7

1
.
0

0
.
5

0
.
4

0
.
9

0
.
6

0
.
6

0
.
5

0
.
3

0
.
7

0
.
5

0
.
2

0
.
4

0
.
6

0
.
7

大
腸
菌
群
数

(
M
PN
/1
00
mL
)

2
0

7
9
0

3
3
0

1
7
0

<
1
8

2
2
0

2
0

7
8

4
9
0

1
3
00

4
9
0

1
3
0

4
5

<
1
8

4
9
0

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

(
m
g/
L)

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

<
0
.0
00
2

0
.
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 図２ 整備候補湧水地におけるpHの分布 図３ 整備候補湧水地における電気伝導率の分布 
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図５ 整備候補湧水地におけるCODの分布 図４ 整備候補湧水地における溶存酸素の分布  
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 図７ 整備候補湧水地における大腸菌群数の分布 図６ 整備候補湧水地におけるBODの分布 
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大腸菌群数の範囲は<18～17000MPN/100mL であった。

参考として大腸菌群数の指針Ⅰは1000MPN/100mL以下で

あり、26地点が指針Ⅰに適合していた。 

これらの結果から、整備候補湧水地は有機物や大腸菌

群数が少ない清澄な湧水が多いことが確認された。 

環境基準項目である揮発性有機化合物については、ジ

クロロメタンが検出された地点が１地点あったが、その

濃度は定量下限値である0.0002mg/Lと低く、すべての地

点において環境基準に適合していた。 

同様に環境基準項目である硝酸性窒素及び亜硝酸性

窒素については、29地点で検出され、その範囲は<0.1～

15mg/L であった。環境基準である 10mg/L 以下に適合し

ない地点が４地点あった。硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

は地下水においてその汚染が顕在化しており、地下水が

地表に湧き出した湧水についてもこのことを反映してい

ると考えられる。 

整備候補湧水地のうち本調査項目について、指針Ⅰ及

び環境基準にすべて適合していた地点は 16 地点であっ

た。 

 

3.2 生物調査結果について 

整備候補湧水地である 30 地点について、生物調査結

果の概要を述べる。 

底生動物については、カワゲラ類、ナミウズムシ、ガ

ガンボ類、コカゲロウ類、サワガニ等きれいな水辺に棲

む生物が観察された。特にカワゲラ類は多くの地点で観

察された。 

魚類については、絶滅が危惧されているホトケドジョ

ウ6)が観察された地点が３地点あった。 

これらの結果から、整備候補湧水地の多くは水質が良

好であり、水辺の生物が生息できる貴重な環境を保有し

ていることが確認された。 

４  まとめ 
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湧水地整備事業において市内湧水地の水質調査、生物

調査及び周辺の環境調査を行い、整備候補地として多摩

川水系15地点及び鶴見川水系15地点が選定された。 

整備候補湧水地は、有機物や大腸菌群数が少ない清澄

な湧水が多いことが確認された。環境基準項目である揮

発性有機化合物並びに硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素につ

いては、揮発性有機化合物はすべての地点において環境

基準に適合していたが、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素は

環境基準に適合しない地点が４地点あった。また、きれ

いな水辺に棲む生物が確認された地点が多くあり、絶滅

が危惧されているホトケドジョウが生息している地点も

３地点確認された。 
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